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The vitalism of Tachibana Shiraki:
About his ``remodeling theories of Orient''
博士後期課程 教養デザイン専攻 2015年度入学

















































































































































































































































敏であり殊に温味と深味とがある。その何れの点に於ても T はお K さんにかなはない。感情
方面に於ける両人の間の差は理智方面に於ける両人の比較的少ない相差と彼女の個性的缺陥と
を埋めて尚余裕のある程大きなものであるとTは考へた。手取り早く云へば病院生活の二ケ月

























































































































































































































しかし，現実はかえって彼の希望に逆行しつつあった。1932年 3 月 1 日の満洲国の成立ととも



















































































































































1 橘樸「手」四，『新天地』1928年 7 月―10月号。pp.8081。


















と述べた。1944年 5 月大陸新報社刊『支那建設論』所収。橘樸著作集刊行委員会編『橘樸著作集 第三巻
アジア・日本の道』，勁草書房，1966年 8 月10日。p.149。





















33 竹内好編集・解説『現代日本思想大系 9 アジア主義』，筑摩書房，1963年 8 月。















47『心理研究』第 6 巻 3 冊（通巻33号）4 冊（通巻34号）（1914）。

















55 橘樸「左翼国民党の政治的立場」，『満蒙』第十年第八号，1929年 8 月。『中国革命史論』所収。p.326。


















づく自治組織である。1932年 3 月 1 日に満洲国の成立とともに解散した。
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